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研究成果の概要（和文）：長期間の足場のある算数授業は既習事項を手がかりに学ぶという信念

を形成し、算数学力の向上に効果的であった。また算数シナリオや授業記録を用いた話し合い

指導は、子どもが聴いて考えて伝え合う「学び合い」のある授業づくりに役立った。さらに 1

時間の授業の中に、協同学習を取り入れて、解法の見通しを相談させたり、問題をグループで

解決させたりすることは、新しい学びの習得を促進するだけでなく、仲間と協力して学ぶ力を

育てるのに効果的であった。 

 
研究成果の概要（英文）：Long-term teaching mathematics lessons with scaffolding gave a 

good effect on elementary school children’s way of learning and increased their score of 

mathematics achievement test. Teaching of communication in the mathematics lesson, 

using a scenario and a protocol of mathematics lessons, is also useful for them to learn 

mathematics cooperatively on their own initiative. We found that mathematics lessons 

with cooperative learning through talking with classmates promoted their acquisition of 

new knowledge as well as cooperativeness. Therefore, cooperative learning should be 

included in the mathematics lesson for them to have several plans or to solve a problem 

through mathematical communication.  
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１．研究開始当初の背景 

（１）平成 18 年 8 月の中教審「算数・数学
科の現状と課題、改善の方向性」には「学年
間や学校段階間でスパイラルな教育課程を
構成し、繰り返し指導ができるようにするこ

と」が、平成 19 年の中教審「第 3 期教育課
程部会の審議の状況について」では、「基礎
的基本的な知識・技能を確実に定着させるこ
と、この理解・定着を基礎として、知識・技
能を活用する力を育成すること」などが述べ
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られている。このような状況のもとで算数科
における「スパイラルな指導」の具体化が求
められている。 

 

（２）認知心理学では子どもが自立する過程
には「足場かけ」の段階があるという考え方
がある。平成 16年度～平成 19年度の科研費
基盤研究 Cにおいて「考える足場」のある算
数授業モデルを提案し、足場づくりの段階が
スパイラルな指導の具体化の１つであるこ
とを提起した。また６つの足場のタイプも明
らかにした。足場の作り方については教師が
導入問題を用意するという「与える足場」の
授業実践を行い、論文や著書を公刊した。さ
らに「与える足場」のある算数授業の学習指
導案を第 5・6 学年の全単元について作成し
た。 

 

（３）長期間足場のある授業を行うことで学
力の向上が見られるかどうか。また子ども自
身が既習事項をもとに話し合いながら足場
をつくっていく「つくる足場」の授業実践を
行うことが、今後の課題として残された。 

 

２．研究の目的 

（１）第 1学年から第 4学年の「考える足場」
をつくる算数授業の指導計画と学習指導案
を作成し、既習事項の補充・定着学習と発展
的な学習に関する学年間のスパイラルな指
導の系統性を明らかにする。 

 

（２）足場の 3段階学習過程モデルの第 2段
階の「教師や仲間といっしょにつくる足場」
の授業の効果的な授業設計を明らかにする。 

 

（３）平成 20 年度第 2 学年の子どもを対象
に 5年間にわたり足場のある算数授業を行い、
基礎的基本的な知識・技能の習得および活用
する力の発達を縦断的に調べ、3 段階学習過
程モデル（Ⅰ「与える足場」⇒Ⅱ「仲間と話
し合いながらクラス全体でつくる足場」⇒Ⅲ 

「児童自らつくる足場」）の有効性を検証す
る。 

 

３．研究の方法 

（１）平成 20年度は、小松市立第一小学校、
八戸市立長者小学校において算数授業研究
会を実施し、活用する力を育てる授業実践お
よび第 1段階の「与える足場」の授業や第 2
段階の「つくる足場」の授業を実践し、授業
データを収集し分析した。 
 
（２）平成 21年度は、小松市立第一小学校
を中心に、「伝え合い学び合う算数授業」を
テーマに授業研究を行った。また話し合い指
導を行うために算数シナリオを開発し、話し
合い指導を行い、授業データを収集し分析し

た。 
 
（３）平成 22年度は、小松市立第一小学校
を中心に算数授業研究を引き続き実施し、授
業データを収集し分析した。21年度に実施し
た算数シナリオを用いた授業を行うととも
に、それを発展させた授業記録を活用した話
し合い指導を 4年生と 6年生に実施した。話
し合い指導を受けた 6年生を対象に「分数の
かけ算わり算」単元で、子どもの学びの変容
を追跡し、主体的な学び合いの事例データを
収集した。 
 
（４）平成 23年度は、小松市立苗代小学校
と大井町立大井小学校を中心に算数授業研
究を「伝え合い学び合う算数授業」に焦点を
当て実施した。苗代小学校では 1年目から 3
つのタイプの足場づくりの授業およびシナ
リオを用いた話し合い指導を実施し、学び合
いのある算数授業づくりのための手立てを
探った。また 5年生の算数授業に 1年間、グ
ループ学習を取り入れた授業を行い、3学期
には「割合」単元で子どもの学び合いの姿を
単元を通して追跡し、主体的な学び合いの事
例データを収集した。 
 
（５）平成 24年度は、小松市立苗代小学校、
小松市立第一小学校、大井町立大井小学校を
中心にグループ学習を取り入れた「学び合
い」のある算数授業研究を行い、授業データ
を収集し、分析した。1年生から 6年生まで
の算数授業を対象に、グループ学習の様子を
VTRに撮り、子どもどうしの発話分析を行い、
グループ学習の機能を調べた。 
 
４．研究成果 
（１）足場のある算数授業展開の学習指導案
を第 3学年、第 4学年の算数全単元について
作成し、研究協力校に配布し、授業実践に役
立てた。 
 「与える足場」、「つくる足場」、「任せる足
場」を組み合わせる 3段階の足場づくりの授
業実践を第 4学年「変わり方」単元で実践し、
有効性を示した。 
 活用の 6 観点「生活から算数を見つける」
「情報を活用する」「論理的に考える」「振り
返って考える」「解釈する」「表現する」を考
慮した授業づくりを行い、活用する力を育て
る算数授業事例を収集できた。 
 
（２）算数の話し合い場面を想定したシナリ
オを作成し、3 段階の話し合い指導プログラ
ムを開発した。算数シナリオを子どもに読ま
せて演じさせ、どんな話し方・聴き方がよか
ったかを話し合わせ、話し方・聴き方を指導
する第 1段階の指導、学んだ話し方・聴き方
をカード化して、普段の授業の中で話し合い



 

 

の仕方を指導する第 2段階の指導、カードな
しに話し合いの仕方を指導する第 3段階の指
導から構成される。この 3段階の話し合い指
導を 1 年間を通して継続的に指導した結果、
どの学年でも子どもの話し方・聴き方の基本
が身に付き、算数や他教科の授業の中で、つ
なぎながら考えを出し合い、話し合う授業が
できるようになった。 
 
（３）21 年度の話し合い指導を踏まえて、2
年目の話し合い指導プログラムを開発した。
これは、授業記録を活用するもので、実際の
授業を行った直後に、その授業のビデオを見
せてから教師が加筆修正した授業記録とオ
リジナルな授業記録を与え、子どもが自分た
ちの話し合いの仕方を振り返り、達成してい
る点と改善すべき点を見つけさせるもので
ある。この話し合い指導は子どもの話し合い
の質を向上させるのに効果的であった。また
授業記録を活用した話し合い指導を受けた
子どもの中には、自ら授業を振り返り、理想
的な授業シナリオを作成できるようになっ
た子も見られた。 
 6 年生を対象に既習内容で、授業シナリオ
を作らせ、子ども自身が理想とする授業像を
具体化させる話し合い活動は、子どもが主体
的に取り組む授業づくりに効果的であった。 
（４）算数研究 1年目から３つのタイプの足
場づくりである「与える足場」「つくる足場」
「任せる足場」を組み合わせた指導計画を作
成し、効果的に授業実践できることがわかっ
た。 
 つくる足場では子どもが話し合い、解法の
見通しをつくる過程に参加し、見通しをクラ
ス全体で共有する活動が重要である。そのた
めにも話し合い指導を年間計画で行い、開発
した 3段階の話し合い指導プログラムの有効
性を確かめた。 
 学び合う算数授業モデルとして、協同学習
により新しい知識を獲得し、獲得した知識を
活用する個人学習を行い、学びを振り返ると
いう授業展開モデルを作成し、このモデル授
業を実施した。グループ学習の進め方やルー
ルを教えることで、グループ学習が子どもの
学び合いを促進できることを示す事例を収
集できた。 
 
（５）グループ学習の様子を VTRに撮り、発
話記録をおこして学び合いの様相を取り出
した結果、5 つのグループ学習の機能、すな
わち「わからないを質問し、聞いて理解でき
る」「いっしょに考え、発見を共有できる」「多
様に考えたり、方法を評価したりする」「仲
間に分かるように、適切な説明を考える」「新
たな発見や理由の追究を行う」が見出された。 
 グループ学習の指導プログラムの開発に
向けて、平成 22 年度に開発したクラス全体

学習場面のシナリオを参考にしたグループ
学習場面のシナリオに修正したものや実際
のグループ学習の発話記録を使ったグルー
プ学習の学び合いの仕方の指導を小学校中
学年と高学年で試行した。その結果、グルー
プ学習の学び合いの質の高まりが見られる
事例を収集できた。 
 グループ学習の導入は低学年から可能で
あること、質の高いグループ学習の事例から
は、グループ学習の中で子どもは解法を洗練
したり、発展的な活動を行ったりすることが
分かった。 
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